













イースト菌発酵を用いた炭酸ガス・ライトトラップ法、② BG センチネル 2 を用いたトラッ




























図 1a）、漁船やヨットなど小型船舶が着岸する埠頭が含まれる地区を「HTM Ⅱ」（3 次メッ









本調査は、平成 26 年 3 月 24 日付、食安検発第 0324 第 3 号「港湾区域等衛生管理業務の





する法律」（昭和 48 年 10 月 1 日法律第 105 号）及び「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関す













































発酵を利用する方法である（Harwood et al, 2014; Sukumarand et al, 2016）。空のペットボ
トル（500ml）、シリコンチューブ、ペットボトルホルダー、プラスチックチェーンにて器
材を作成し、砂糖（100g）、水（400ml）、イースト菌（3g）を使用した（図 5a）。BG セン
チネル 2（図 5b）は、イカリ消毒株式会社の協力により、Biogents 社製を使用した。BG
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シマカに関しては CDC ライトトラップを上回る捕集効果で、イエカ属に対しては CDC ラ
イトトラップと同等の誘引効果がある（Cilek et al, 2011）。
今回は、通常港湾衛生調査で実施されている CDC ライトトラップ（ドライアイス法）
とイースト菌の発酵により炭酸ガスを発生させる CDC ライトトラップ（イースト菌発酵









ねずみ族調査は、2016 年 6 月 20 日～ 6 月 24 日の連続した 5 日間に実施した。蚊族調査
の成虫調査は 2016 年 6 月 17 日～ 6 月 18 日、6 月 23 日～ 6 月 24 日の 2 回実施した。幼虫
調査は、オビトラップを国土交通省小笠原総合事務所の検疫官が設置し、2016 年 6 月 6 日
～ 6 月 18 日の 13 日間実施した。
（2）各種蚊族成虫用トラップの試行
2016 年 6 月 19 日～ 6 月 20 日に農園で、2016 年 6 月 24 日～ 6 月 25 日に宿泊施設でそれ























捕獲されたねずみ族はすべてクマネズミ（Rattus rattus）であった。頭胴長 110 ～
170mm、尾長 100 ～ 215mm、後肢長 25 ～ 35mm、体重 28 ～ 143g と個体の大きさにはば






幼虫調査では、ヒトスジシマカ（Aedes albopictus）29 個体（捕集された蚊族の 63.0％）、
アカイエカ群（Culex pipiens complex）16 個体（捕集された蚊族の 34.8％）、ネッタイイエ







農園での調査では、BG センチネル 2 でオガサワライエカ（Culex boninensis）1 個体




BG センチネル 2 でヒトスジシマカ 8 個体（雌 7 個体、雄 1 個体）、アカイエカ群 6 個体
（雌 4 個体、雄 2 個体）、オガサワライエカ 1 個体（雌）が、CDC ライトトラップ（ドライ















2016/6/21 HTM Ⅱ R02 クマネズミ 雄 生 95.0 156.0 180.0 33.0 20.0 
猫条虫
あり
2016/6/21 HTM Ⅱ R05 クマネズミ 雌 生 133.0 165.0 194.0 32.0 24.0 
2016/6/22 HTM Ⅰ R02 クマネズミ 雄 生 128.0 165.0 +163.0 31.0 22.0 
2016/6/22 HTM Ⅱ R03 クマネズミ 雌 生 124.0 168.0 195.0 31.0 23.0 
猫条虫
あり
2016/6/23 HTM Ⅰ R04 クマネズミ 雌 生 106.0 160.0 +115.0 30.0 21.0 
2016/6/23 HTM Ⅰ R06 クマネズミ 雌 生 120.0 170.0 +143.0 32.0 22.0 
2016/6/23 HTM Ⅱ R02 クマネズミ 雄 生 129.0 165.0 182.0 32.0 22.0 
2016/6/23 HTM Ⅱ R10 クマネズミ 雌 生 52.0 125.0 +132.0 27.0 19.0 
2016/6/24 HTM Ⅰ R02 クマネズミ 雄 生 28.0 110.0 100.0 25.0 18.0 
2016/6/24 HTM Ⅰ R05 クマネズミ 雌 生 95.0 135.0 164.0 30.0 21.0 
2016/6/24 HTM Ⅱ R02 クマネズミ 雄 生 137.0 170.0 215.0 35.0 22.0 















HTM Ⅰ L01 オビトラップ 有り 28.9 有り 2 0 0
HTM Ⅰ L02 オビトラップ 有り 30.2 有り 6 0 0
HTM Ⅰ L03 オビトラップ 有り 28.7 有り 1 0 0
HTM Ⅰ L04 側溝 有り 30.6 有り 0 3 0
HTM Ⅰ L05 溜枡 有り 28.8 無し - - -
HTM Ⅰ L06 溜枡 無し － 無し - - -
HTM Ⅱ L01 オビトラップ 有り 36.1 有り 9 0 0
HTM Ⅱ L02 オビトラップ 有り 31.2 有り 10 0 0
HTM Ⅱ L03 オビトラップ 有り 31.6 有り 1 0 0
HTM Ⅱ L04 側溝 有り 28.7 有り 0 1 1
HTM Ⅱ L05 側溝 有り 29.2 有り 0 12 0











雄 雌 雄 雌 雄 雌 雄 雌
2016/6/19
~6/20
BG センチネル 2 0 0 0 0 0 1 0 1 陰性
CDC ライトトラップ 
（イー スト菌発酵法）
0 0 0 0 3 0 3 0 -
2016/6/24
~6/25
BG センチネル 2 1 7 2 4 0 1 3 12 陰性
CDC ライトトラップ 
（イー スト菌発酵法）
0 0 0 0 0 0 0 0 -
CDC ライトトラップ 
（ドライアイス法）







2015 年の検疫所の調査において、調査を行った 104 の海港及び空港のうち、74 の海港及
び空港（71.2%）でねずみ族の生息が確認されているが、一調査地区あたりの捕獲率は 0.87
頭である（平成 27 年検疫所業務年報）。これに比べ、二見港では昨年に引き続き高い捕獲
率（6.0 頭 / 調査地区）であり、生息密度が非常に高いことがわかった。
検疫所では、マニュアル（「港湾区域等衛生管理業務の手引きについて」（平成 26 年 3 月
24 日食安検発第 0324 第 3 号別添 4 媒介動物等を介して侵入する検疫感染症等のリスク評
価マニュアル）に従い、調査結果を基にリスク評価を行い、評価マップの作成、衛生対策
を行っている。今回の調査結果はマニュアルのリスク B に該当する。リスク B とは「検疫
感染症等の侵入リスクは今のところ低いが、①引き続き基礎的調査を継続しつつ、媒介動
物の生息密度を下げる衛生対策を実施する。②翌年の調査は、原則、基礎的調査を継続す

























































































しかし、蚊の生態として孵化してから成虫になるまでの期間は 10 日から 15 日を要するた
め、7 日間の調査では期間が短かったと思料されたことから、我々が現地入りする前の











ることも利点の 1 つとして挙げておきたい。一方、CDC ライトトラップ（イースト菌発酵
法）では、目立った捕集はなかった。ドライアイス法と比較すると、炭酸ガスの発生量が
少なかったと推測される。以上の結果より、父島のようなドライアイスが入手困難な条件
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